
 

2026（令和 8）年度 認定看護管理者教育課程セカンドレベル 募集要項 

１．目  的 看護管理者として基本的責務を遂行するために必要な知識・技術・態度を習得する。 
 
２．開催期間  2026 年 9 月 8 日（火）～11 月 13 日（金）  36 日間 

前期：2026 年 19 月 8 日（火）～110 月 9 日（金） 

         後期：2026 年 10 月 26 日（月）～11 月 13 日（金） 

  ＊研修日：月～金 

＊期間中の土曜日が研修日となる場合もあります。 

         ＊時間は、9 時 30 分～12 時 30 分、13 時 30 分～16 時 30 分です。 
  
３．研修場所 宮城県看護協会会館・看護研修センター 
 
４．受講定員  50 名 
 

５．受講資格  次の条件を満たしている者 

１）日本国の看護師免許を有する者 

２）看護師の免許を取得後、実務経験が通算５年以上ある者 

３）次の①～③のうちいずれかの条件を満たしている者 

①ファーストレベルを修了している者  

②看護部長相当の職位にある者 

③副看護部長に相当する職位に 1 年以上就いている者 
 
６．開催方法 科目により集合またはオンライン(Zoom による)研修で実施します。 
 
７．内  容    別紙「セカンドレベルカリキュラム 2018.3 月改正」参照。 

        詳細日程については、受講決定通知後にお知らせいたします。 
 

８．申込方法 

１）書類の提出：郵送（施設毎でも可） 

（1）認定看護管理者教育課程セカンドレベル受講調書（様式２） 

（ホームページからダウンロード可能です） 

（2）5.受講資格 ３）①に該当する者はファーストレベル修了証明書の写し、②③に該当

する者は証明する書類を添付すること。ただし、②③の様式は問いません。 

（3）小論文 

＜課題＞：自部署における看護管理について現状分析し、自身の取り組むべき 

看護管理(看護サービス上の課題)を述べる。 

書式：A4 用紙 1 枚以内、40 文字 40 行、本文は 1,600 字以内（本文のみ） 

パソコン横書き、余白は上下左右 20ｍｍ、表紙不要 

書体：MS 明朝、10.5 ポイント 

１行目～３行目は下記「レポート作成見本」参照 

                  *論文の条件として、書式を守ることと倫理的配慮に留意すること。 

              ＜レポート作成見本＞ 

１行目(テーマ)   → 

２行目(所属・職位・氏名）→    

３行目以降(本文)  → 

 

  

          

 

 

 

 

 

 

テーマ 

    所属・職位・氏名 

 本文 ○○○○○○○○○○○○ 

○○ 

 

 



 

(4)返信用封筒 応募者一人に対し、返信用封筒を１通同封する。 
角 2封筒に 270円切手を貼り、返信先住所・氏名を明記のこと。 
返信先氏名は応募者の名前と住所にしてください。 

      注意）施設で取り纏めて申込する場合でも、応募者毎に返信用封筒を同封する。 
 

                               

２）manaable（マナブル）から申込 

 

９．申込期間    2026年 5月 18日（月）～ 5月 29日（金）必着  

10．受講者の選考 

  認定看護管理者教育課程運営審査委員会において、応募書類と小論文による審査を行い、受講者を 

決定します。 

１）書類審査 

２）小論文 

＜小論文評価基準＞ 

項  目 評 価 の 視 点 

課題の理解 1管理の視点で述べている 

 

論述力 

1取り組むべき課題が明記してある 

2論旨が一貫している 

3 論旨の構成が適切である 

その他 1 文法や言葉の使い方が適切である 

2 段落・構成が適切である 

3規定に則って作成している 

                                

11. 受講決定通知 

選考結果は本人および管理者宛に通知します。 

 

12．修了要件および修了証の交付 

１）修了要件 

  必要な科目の習得をもって修了とする。科目の習得とは以下の（1）(2)の要件を満たした場
合をいう。 

（1）各科目の所定時間数の５分の４以上の出席があること 

（2）各科目の評定がＣ以上であること 

評定基準（Ｓ：100～90 点、Ａ：89～80 点、Ｂ：79～70 点、Ｃ：69～60 点、 

Ｄ：59 点以下) 

Ｄの場合は、１回のみ再評定を受ける機会がある。 

 

2）修了要件を満たした者に修了証を交付します。 

 

13．受講に関する経費 

日本看護協会会員   受講料     205,000 円(科目レポート審査料含む) 

非 会 員     受講料        295,000 円(科目レポート審査料含む) 

 

※manaable(マナブル)からのお支払いになります。manaable(マナブル)より通知メールが届き

ましたら、指定の期日までに手続きし、お支払いください。 

※看護協会会員の受講料は申し込み時点での会員の方に適用されます。申し込み時点で入
会手続き中の方は、非会員価格になります。あらかじめご了承ください。 
宮城県看護協会の「会員」とは、申込み時点で当該年度の会費納入を完了している方、か
つ「研修申込サイト manaable」にログイン後 と表示されている方で
す。 
 

 

14．その他 

   講師名・日程については受講決定通知後にお知らせします。 

 



 

15．申込先・問い合わせ先 

 

   宮城県看護協会  〒980-0871 仙台市青葉区八幡二丁目 10－19 

 

〇申込内容・研修内容に関する問い合わせ 

      教育部 認定看護管理者教育課程専任教員 

TEL 080-2110-4990 (専任教員直通)    

〇マナブル・お支払いに関する問い合わせ 

                教育部担当   TEL 022-273-3923 （代表） 

 

 

 



 

 

2026(令和 8)年度 認定看護管理者教育課程セカンドレベルカリキュラム (2018 年 3 月 9 日改正版） 

【教育目的】 看護管理者として基本的責務を遂行するために必要な知識・技術・態度を習得する。 

【到達目標】 1．組織の理念と看護部門の理念の整合性をはかりながら担当部署の目標を設定し、達成
に向けた看護管理過程を展開できる。 
2.保健・医療・福祉サービスを提供するための質管理ができる。 

教科目 時間数 単 元 教 育 内  容 時間 

ヘ
ル
ス
ケ
ア 

 

シ
ス
テ
ム
論
Ⅱ 

15 社会保障制度の現状と課題 ・日本における社会保障（人口構造、疾病構造の変化、社会保障費

の(財源)構造と推移） 

3 

・地域包括ケアシステムの現状と課題 3 

保健医療福祉サービスの現

状と課題 

・保健医療福祉サービスの提供内容の実際 （病院、看護小規模多

機能型居宅介護、訪問看護ステーション等）  

6 

ヘルスケアサービスにおけ

る多職種連携 

・多職種によるチームケア提供の実際と課題 3 

組
織
管
理
論
Ⅱ 

30 組織マネジメントの実際 ・組織分析 12 

(演習） 

・組織の変革  ・組織の意思決定 9 

(演習） 

看護管理における倫理 ・看護管理における倫理的課題   

・看護管理における倫理的意思決定 

9 

(演習） 

人
材
管
理
Ⅱ 

45 人事・労務管理 ・人員配置 ・勤務計画 ・ワークライフバランスの推進   

・労働災害とその対策 ・労務管理に関する今日的課題 

6 

・タイムマネジメント   ・ストレスマネジメント  

・ハラスメント予防策と対応 

6 

多職種チームのマネジメン

ト 

・人的資源の活用  ・看護補助者の育成 6 

・リーダーシップの活用  ・コンフリクトマネジメント 6 

(演習） 

人材を育てるマネジメント ・キャリア開発支援 6 

・人材育成計画(ポートフォリオ) 9 

(演習) 

・人材育成計画(目標管理) 6 

資
源
管
理
Ⅱ 

15 経営資源と管理の実際 ・医業収支 ・経営指標の活用 ・費用対効果 6 

・適切な療養環境の整備  6 

看護管理における情報管理 ・看護の評価/改善のための情報活用  3 

質
管
理
Ⅱ 

30 看護サービスの質保証 ・クオリティマネジメント 1(医療・看護における質保証)  6 

・クオリティマネジメント 2(看護サービスの質保証と評価・改善)  6 

・クオリティマネジメント 3(看護サービスの質管理と記録・研究) 6 

安全管理 ・安全管理教育 ・法令遵守 3 

・安全管理の実際  3 

・災害対策  6 

統
合
演
習
Ⅱ 

45 演 習 ・自部署の組織分析に基づいた実践可能な改善計画を立案する。 30 

実 習 ・地域連携を理解するための実習該当演習を行う。（実習施設は、

受講者自身の所属種別以外の施設とする）               

15 

そ
の
他 

12 開講式・閉講式 講話・ガイダンス・ヒューマンネットワーク・特別講義他 12 

総計 192 ※その他の 12 時間は修了要件に含まれない 

 

 

 


